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国際ロータリー会長  ジョン・ジャーム 氏 

国際ロータリーテーマ 

ROTARY SERVING HUMANITY 

人類に奉仕するロータリー 

■会長  中山 昌実    ■幹事  岡部 知之 
事務局 広島市南区松原町 1-5 ホテルグランヴィア広島 6F 

 TEL 082-506-0050 FAX 082-506-2530 

 E-Mail:hnrc@world.ocn.ne,jp URL http://www.hnrc.jp/ 

例 会 毎週木曜日 12：30  ホテルグランヴィア広島 

２０１６年１１月１７日発行 Vol．１４９２

 
ロータリーソング  ｢われらの生業｣ 

来客紹介 親睦委員会 

連続出席表彰 

会長時間 

幹事報告 

委員会報告 

同好会報告 

ニコニコ箱 ニコニコ委員会 

卓話時間 ｢ヨガで手に入れる上質な毎日｣ 

 KOTOE アプサラスヨガスタジオ 

 代表 増戸 寿恵 氏 

 

国歌斉唱 

ロータリーソング  ｢奉仕の理想｣ 

来客紹介 親睦委員会 

四つのテスト唱和 職業奉仕委員会 

会員誕生月お祝い 

地区大会表彰披露 

会長時間 

幹事報告 

委員会報告 

ニコニコ箱 ニコニコ委員会 

卓話時間 ｢こども療育センターの社会的役割｣ 

 広島市北部こども療育センター 

 療育科長 桑田 和子 氏 

 

ご来客の皆さんにはようこそお越し下さいました。時間の許す限りご

ゆっくりおくつろぎください。 

前月末に開催されました地区大会には大勢の会員に参加いただき

ました。その後の打上げにも２０名の出席をいただき、大変有意義

な地区大会となりました。ありがとうございました。 

また、先週は財団委員会の事業として平和マラソンに「Ｅｎｄ Ｐｏｌｉｏ

Ｎｏｗ」のＴシャツと帽子に「ポリオ撲滅」の旗を掲げて３５名あまり

の会員と家族等で参加し、会場の一部分を真っ赤に染めてまいり

ました。大変お疲れ様でした。 

真っ赤に染まるといえば先週土曜日のカープ優勝バレードではな

いでしょうか。当日の天気はどこも「晴れ」と予想していましたが、し

かし「ウエザーニュース社」の予報だけは違っておりました。簡略す

ると「１１月５日、広島地方の天気は『晴れ時々紙吹雪』」です。詳細

は「青空が広がりますが、平和大通りでは紙吹雪が舞う可能性が

あります。熱狂と興奮で気温より少し暖かく感じられる」という内容

でした。 

 

仙台よりお越しの

笹氣光祚様（仙台

北ＲＣ）とﾊﾞﾅｰ交換

をさせていただきま

した。 

 

 

 

 

 

 

また、米子東ＲＣ小土井秀

明様にﾊﾞﾅｰをお渡しいたし

ました。 

 

 

 

またお越しください。 

 

 
 

 

前回の例会   2016 年11 月10 日(木)  第2291 回 

会長時間          会長  中山 昌実 

バナー交換 

誕生月お祝い 

本日の例会
2016 年１１月１7 日（木） 

第2292 回 

上写真、左から、武部会員･

樽本会員･古田会員･塩本

(能)会員・石井会員･庄子会

員・泉会員･三保会員 

おめでとうございます。 

 

左写真、今月に還暦を迎え

る塩本能尚会員に記念品を

お贈りしました。 
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１０月３０日に行われた地区大会において、表彰されましたので

披露いたします。 

 
個人表彰  連続出席４０年 久永会員、３０年 上野会員 

長寿会員表彰 ８８歳 岩森会員 

また、クラブの表彰としては、｢米山記念奨学会寄付総額賞 

第５位｣の表彰状を頂きました。 

 

《理事会報告》 

《ＢＯＸ配布物》 

＊ﾛｰﾀﾘｰの友誌 

＊ガバナー月信 

＊地区大会配布ｷｯﾄ（地区大会欠席者） 

 

財団プログラム委員会  上河内委員長 

＊１１月３日（木･祝） チャリティーマラソン報告とお礼 

 

《ご来客出宝》 

広島陵北ＲＣ 鈴木大次郎 様 北ﾛｰﾀﾘｰの皆様、いつもお世話に

なっております。先週の平和ﾏﾗｿﾝ５㎞参加の皆様ご苦労様でした。

私も運動を兼ね、可部より自転車で参り、応援させて頂きました。元

気を貰いましたが、家へ帰る途中で足が痛くなりがなんとか家へ辿

り着きました。また、石田会員・上河内会員には卓話を頂き大変あ

りがとうございました。 

《自主出宝》 

中山会員･三保会員･岡部会員･丸本会員･小林(孝)会員 

１０月３０日地区大会２日目には沢山の会員にご出席いただき、誠

にありがとうございました。 

中山会員･三保会員･岡部会員･丸本会員･小林(孝)会員 

先週３日、ﾛｰﾀﾘｰ財団１００周年記念ﾎﾟﾘｵ撲滅ﾁｬﾘﾃｨｰﾏﾗｿﾝに、当ｸ

ﾗﾌﾞ会員中心に３５名の出場お疲れ様でした。また、応援に駆けつ

けてくれた会員の方々にも厚く御礼申し上げます。執行部も副会長

以外４名が５㎞に出場し、無事全員完走しました。来年は１０㎞目指

します。財団ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員会と会報ＩＴ委員会の皆様ご苦労様でし

た。 

合田会員･石井会員 桑田様、本日は例会卓話においで下さり、あ

りがとうございます。お話楽しみにしております。 

上河内会員・佐々木会員 １１月３日の財団１００周年記念 ﾎﾟﾘｵ撲

滅ﾁｬﾘﾃｨｰﾏﾗｿﾝに多くの皆様に参加頂きありがとうございました。ま

た、寒い中応援を頂いた皆様にも感謝申し上げます。応援の甲斐

あって、ﾏﾗｿﾝ参加者全員、怪我もなく、救急車で運ばれることもなく、

完走いたしました。 

島本会員 今月のﾛｰﾀﾘｰの友の縦書き２７ﾍﾟｰｼﾞに｢小さな祈りの影

絵展｣の記事が掲載されました。文章の作成および掲載手続きをし

て頂き、ありがとうございました。 

石田会員･上河内会員 １１月２日(水)広島陵北ＲＣの例会で、財団

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員長として石田理事と共に財団についての卓話をしてき

ました。 

久永会員 連続出席４０年、健康と関係する人々に恵まれたお陰様

です。すべてに感謝。 

上野会員 お陰様で３０年間連続して務め上げることができました。

ありがとうございました。 

塩本(能)会員 誕生祝･還暦祝ありがとうございます。６０歳を機に

禁酒・喫煙しようと思いましたが、節酒・節煙にしました。とりあえず、

日本酒をやめます。 

古田会員 誕生日のお祝いありがとうございました。 

武部会員 誕生日のお祝いありがとうございました。 

広川会員 妻の誕生日には祝いの花を頂き、喜んでおりました。誠

にありがとうございました。 

藤澤会員 家内の誕生日にお花をありがとうございました。 

二井本会員 妻の誕生日に美しい花束を頂き有難うございました。 

島本会員 平和ﾏﾗｿﾝの１ヶ月前から足が痛く棄権となり、とても残

念です。今は足は治りました。 

金井会員 ①先日のﾏﾗｿﾝ大会参加の際、諸先輩方を極寒の中、

屋外で１０分もお待たせしてしまいました。来年はお待たせすること

のないよう頑張ります。 

②打上げで気持ち良く酔っ払い、上河内先輩を｢下河内先輩｣と呼

んでしまいました。｢佐村河内ならまだしも下河内とは失礼な!!｣と大

変ご立腹でした。大変申し訳ありませんでした。その日は寝られま

せんでした。 

石田会員･久保(豊)会員･三保会員 来年１月９日に石田平二会員

率いるｱﾀﾞﾙﾄｶﾝﾊﾟﾆｰと久保豊年会員のｳﾞｫｰｶﾙで平和通りのｸﾘｽﾀﾙ

ﾋﾞﾙ１９Ｆのｼﾞｭｰｸにてﾆｭｰｲﾔｰﾗｲﾌﾞを行います。まだﾁｹｯﾄをお持ち

でない方は購入頂き是非聴きに来てください。ﾁｹｯﾄは石田・三保･

久保(豊)が販売しております。 

ﾆｺﾆｺ委員会一同 今年も残すところ２か月を切ってしまいました。

通常例会は今日を除いてあと５回しかありません。皆さん…ニコニ

コのし忘れはございませんか？ 忘れ物があれば気持ちよく年を越

せません。３６５日ﾒｰﾙにて受付していますので、今年もあと僅か…。

悔いのないようにお願いいたします。 

 

 

★=１０,０００円 ☆=５,０００円 ◆=３,０００円 ◇=２,０００円 

 

地区大会表彰 

幹事報告         幹事  岡部 知之 

委員会報告 

ニコニコ箱        発表：山下 江会員 

《職業ニコニコ》 
上野会員 去る１１月３日(木)に広島ﾃﾚﾋﾞにて｢夢の通り道ｽﾍﾟｼ

ｬﾙ｣(上野学園創立５０周年記念特別番組)が放映されました。

多くの人に見て頂き、ありがとうございました。 

吉永会員 ここにいらっしゃいます全ての方は、どなたもご存じ

ないと思いますが、本日１１月１０日はｴﾚﾍﾞｰﾀの日です。 

これは１８９０年(明治２３年)のこの日、東京浅草に日本初の電

動式ｴﾚﾍﾞｰﾀを装備した凌雲閣という１２階の建物がｵｰﾌﾟﾝした

ことを記念したものです。一年後にはどなたも覚えていないと思

いますし、何の得にもなりませんがご紹介させて頂きました。 

当日計 49,000 円  累計 916,000 円
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『こども療育センターの社会的役割』 
 

広島市北部こども療育セ

ンター 

療育科長 桑田和子氏 

 

 

 

 

 

こども療育センターの基本理念 

広島市の障害児療育の中核施設として、こどもの発達とこころ

の問題について、福祉と医療が一体となって支援をします。 

<支援していくための３つの柱> 

●こどもたちの人権を尊重し、一人ひとりの生きる力をはぐくみ

ます。 

●さまざまな専門スタッフが科学的手法をもとに協働して取り組

みます。 

●地域に密着したセンターとして、他の施設や機関などと連絡・

調整を行い、きめ細かいサービスを行います。 

 

こども療育センターの機能（医療と福祉の合築施設） 

《医療》 

・小児科 ・精神科 （光町） ・整形外科 

・機能訓練 ・心理評価 ・外来療育 

《福祉》 

●児童発達支援センター(１歳～就学まで） 

・（肢体不自由児） 二葉園・わかば園・なぎさ園 

・（知的障害）    育成園・くすのき園・なぎさ園 

・（難聴乳幼児）   山彦園（光町） 

・（発達障害）    なぎさ園つばめ（西部） 

●情緒障害短期治療施設(学童期～１８歳） 

  愛育園（光町） 

●発達障害者支援センター(～大人）（光町） 

●相談支援・地域支援各種事業 

・初期相談・子育て相談・福祉相談 

・障害児等療育支援事業、障害児相談支援事業 等 

・保育所等訪問支援、施設支援 

 

療育センターに来るときの保護者の気持ち 

・療育センターは来たいところではない。 

 でも 子どもの育ちは心配…。 

 個人差はあるのだから…。 

・障害なんて受け入れられない。 

 我が子に障害があるなんて思いたくない！ 

 

障害からくるマイナスイメージ 

・あれもできない。これもできない。手がかかって大変。等、優劣

という概念の中で、できない子はダメな子という捉え。偏見。 

・将来への心配。 

 いじめられるのでは。事件を起こすのでは。 

 （障害の診断がされると、もうこの子はダメだ。何も期待しな

い！） 

 社会の価値観が反映されている 

 

障害があることがマイナスではない事実 

・障害があることは、困難なことではあるが、だからと言って不幸

なことではない。 

・障害があっても 一人の人として豊かに生きている事実。 

・パラリンピック 

・優秀なものだけで構成される社会のもろさ。（多様性） 

相互に影響しあう関係 

・実際子どもたちからたくさん生きるエネルギーをもらっている。 

・一生懸命子育てするお母さんやお父さんから、人としてのすば

らしさを学ばしてもらっている。 

・子どものことを一生懸命関わる職員から、子どもを認められて

いることを感じて、価値観を変化していく保護者も多い。 

 

①センターの役割 

子どもを支える （発達支援） 

一人ひとりの子どもに合わせた支援 

・子どもが、困難を抱えて生きているのは事実。 

・障害概念の変化（ＩＣＦの考え方）  

 心身機能への早期治療・訓練⇒環境 

・実際、障害があることで、うまくできない、うまくいかないことは

多い。そのことで周りから非難されることも多い。 

自己肯定感が育まれること大切。（安心感と自己充実感） 

子どもが持っている力を発揮できる活動の提供 

 

②センターの役割 

子育てを支える （家族支援） 

・わが子に障害があることに戸惑う保護者を支える。 

・診断だけに終わらない。 

・わが子のしんどさを理解し、どう対応していくことが望ましいが

理解してもらう。 

子育てに希望が持てる。子どものしんどさに目が向けられる。

⇒ 子どもの発達を支える大きな原動力となる。 

 

③センターの役割 

地域支援 

障害児の理解や対応につながるよう療育センターで蓄積してき

た専門性を地域に提供する。  

・相談・情報提供・研修等 

・関係機関・関係者相談 

・保育所等訪問支援  など 

 

変化していることと変わらないこと 

・日々、科学の進歩により障害に関することは変化している。 

・診断基準はあるが、同じ診断名だからといって状態が同じとは

限らない。 

・スペクトラムという考え方 （連続的） 

・環境より影響される。 

・診断名は多数。染色体などの解析により、あらたな解明がされ

ている。 

しかし、子どもが人として育つために、大切にしたいことは変わ

らない。  

 

未来に向かって 

いつでも どこでも だれとでも 

子どもたちは社会の中で生きています。 

子どもたちが育ちゆく社会が、どういう社会かで、将来は違って

きます。 

社会の理解と受け入れ、子どもたちが過ごしやすい社会は誰で

も過ごしやすい社会。 

その一端を担っているのがこども療育センターです。 

 

ご清聴ありがとうございました。 

 

卓 話 時 間 
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今年度の地区大会が１０月３０日に広島国際会議場において、

広島中央ＲＣのﾎｽﾄにより盛大に行われました。午前の部では、

RI 会長からのﾒｯｾｰｼﾞや田原ｶﾞﾊﾞﾅｰの挨拶、表彰や留学生の紹

介が行われました。会場の関係でＧ６、Ｇ７のﾒﾝﾊﾞｰは別室のｽｸ

ﾘｰﾝを見ながらの参加になっていました。そのため拍手や起立

のﾀｲﾐﾝｸﾞがまちまちでした。 

午後からは、女優の小雪さんの講演ということ

で、みなさん非常に楽しみにしていました。しか

しながら前述しましたように、われわれは別室

で、生で小雪さんを見ることができず、在広のﾛ

ｰﾀﾘｱﾝはみなさん残念がっていまさした。その

せいか、午後の部が終わる頃には、在広ｸﾗﾌﾞ

のいる別室は２,３０人くらいしか残っていません

でした。 

改めて、１００万人都市でありながらこういったｲ

ﾍﾞﾝﾄをする施設がない広島のおしいところが残

念です。 

報告 会報ＩＴ委員長 越智 

 
 

 
 

 
 

 

地区大会終了後は「かなわ」で打ち上げを行いました。 

 

去る、９月２７日にみっちゃん総本店じぞう通り店において親睦

委員会主催の新会員歓迎懇親会が開催され、６０名の会員が

出席し、とても賑やかでした！ 

 
その他の写真はホームページに掲載しています。是非、ご覧く

ださい。 

 

 

地区大会報告 

新会員歓迎懇親会 

■出席報告 出席委員会 

２０１６年１１月１０日（木） 会員数 ９５名 

出席 ７２名  欠席 ２３名 

来賓  １名  来客  ３名 

１０月２０日例会 修正後出席率 １００％ 

■来客紹介  親睦委員会 

桑田 和子 様（卓話者） 

笹氣 光祚 様(仙台北ＲＣ) 

小土井秀明 様(米子東ＲＣ) 

鈴木大次郎 様(広島陵北ＲＣ) 

■次回例会案内  ２０１６年１１月２４日（木） 

卓話 「ロータリー財団１００周年と 

                 地区内活動状況について」 

地区ロータリー財団監査委員会 

委員  久笠 信雄 氏（広島城南ＲＣ所属） 

食事 １００万＄食事 


